
「学校経営の４つの評価領域」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

中期経営目標 

確かな学力の育成 豊かな心の育成 健康・安全教育の

推進 

地域とともにある学

校づくりの推進 

・主体的・対話的で深い学び

の実現 
・全校生徒を対象とした支

援教育の推進 
・登校支援の充実 
・ＧＩＧＡ端末等の活用 

・生徒の主体的な活動を保 
障する教育活動 

・自尊感情を高める教育活

動 
・道徳教育の推進 
 

○学習習慣の定着のた 
めに、学ぶ過程を重視 

○ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の充実 
○ＧＩＧＡスクール構
想の推進 

○自己肯定感・豊かな心
の育成 

○自他の意見や存在を
尊重する心の育成 

 

○健康・安全を管理
し、活力ある生活を
営む資質の育成 

○学校給食をとおし
た食育との連携 

○定期的な情報の発信 

○保護者・地域との連携 

○｢地域とともにある学
校づくり｣の推進 

・基礎基本の学習内容を定

着させる授業実践 
・学ぶ楽しさ、授業内容が分

かる授業の推進 
・職員研修やＯＪＴをとお

して、学習評価を基に教育

課程の改善と充実を図る 
・支援教育の推進と合理的

配慮の提供（取出し､入込

み､その他の支援） 
・登校支援としての居場所

づくりの充実 
・ＧＩＧＡ端末を活用した

授業実践 
・川崎市学習状況調査の結

果の活用  

・計画的な健康教育の実施 
 (熱中症予防、薬物乱用防

止、感染症予防等) 
・安全を最優先にした部活

動の活動 
・防災訓練の計画的な実施 
・定期的な安全点検の実施 
・不良箇所の修繕、改善 
・下校時の交通安全指導の

実施 
・学校給食全般の進捗管理

(含ｱﾚﾙｷﾞｰ対応)  
 

 

・様々な手段で学校の情報 
を発信（公開授業、学校だ

より、学年だより、ホーム

ページ、ﾐﾏﾓﾙﾒ等） 
・地域の教育力の効果的な 

活用 
・ＰＴＡ活動への参加と協力 
・地域組織、地域人材との連

携（地域教育会議、民生委

員、避難所運営会議等） 
・学校運営協議会での協議内

容、学校評価の結果を受け

た教育活動の検討 
 

具体的方策 

・上級学校調べ、職場体験

適性の把握等の計画的な

進路学習の推進 
・共生＊共育プログラム、

教育相談の活用 
・生徒が主体的に活動する

場の設定 
・情報モラルの指導 
・全ての教育活動をとおし

た道徳教育の推進 
・主任会の協議内容の充実

といじめ防止に向けた取

り組みの工夫 
・生徒の状況に応じた講演

会の実施 

『考え､判断し､行動する』『相手の思いを受け止め､心に寄り添う』 

学び続ける教職員の育成（職員研修､授業研究会の実施) 

○意欲的に学習し、真理を追究する人 

○健康で明るく、たくましい人 

○創造的な活動のできる人 

○個人の価値を尊重し、協調性のある人 

○勤労を愛し、広く社会に役立つ人 

学校教育目標 国の教育施策等 

かわさき教育プラン 

人間としての在り方生き方の軸をつくる 

学ぶ意欲を育て、「生きる力」を伸ばす 

一人ひとりの教育的ニーズに対応する 

短期経営目標 

・学校の取り組みを積極的

に公開 
・地域との連携 
・学校運営協議会の取り組

み 

・心身の健康と安全に関す

る指導 
・安心で安全な学校生活 

のためのルールづくり 
・食育の推進 

 










